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１．研究計画の概要 
金融業のコングロマリット化とともに金

融技術の発展も進み，銀行の保有してい

る資産のリスクを適切に判断することが

ますます困難になってきている現状を踏

まえて，劣後債保有者による市場規律に

より監督行政を補完する意味はより重要

になってきている．欧米では，劣後債に

よる規律付けに関する分析が積み上がっ

ているのに対して我が国においては，そ

のような分析は十分に行われておらず，

本研究では，我が国において金融機関に

対してどのような規律付けが現状で効い

ているかをまず明らかにする．そこで明

らかになった規律付けのメカニズムを踏

まえて，監督行政の在り方も踏まえた金

融システムの設計問題に取り組む． 
 
２．研究の進捗状況 
金融機関に対して市場規律を働かせること

ができる経済主体は当該金融機関の債権者

であり，具体的には預金者と債券保有者で

ある．この２つの経済主体の内でも情報生

産の優位性と言う観点から債券保有者から

の規律付けに期待が持たれており，特に劣

後債の保有者による規律付けが最も効果的

であるとされている．一昨年度は，このよ

うな観点も含めて市場規律の基本的な考え

方をまとめ，劣後債による規律付けに関す

る既存文献の整理を行なった．欧米におい

ても我が国においても，劣後債による規律

付けが効いている結果が出ている．また，

預金者による規律付けに関する考察も行な

った．預金者は，情報弱者であると言われ

ているが，欧米の実証分析によると，預金

者も銀行の財務内容に適切に反応している

ことが明らかになってきている．一昨年度

のこのような結果に対応して，昨年度は理

論的な部分のモデル構築を行なった．本年

度は，昨年度に構築した理論モデルを拡張

し，劣後債のプレミアムの変化を説明する

モデルの構築を目指す． 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
昨年度に構築した理論モデルを拡張し，劣
後債のプレミアムの変化を説明するモデル
の構築を目指す． 
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